
 

 

 

 

 

 

2021年アジア連帯委員会（ＣＳＡ）年頭のご挨拶 
あけましておめでとうございます。皆様のご多幸をお祈

り申し上げます。 

アジア連帯委員会（以下ＣＳＡと略す）の活動は、連合、

会員組織および個人会員の皆様からの物心両面の支えによ

って継続できています。本年も変わらぬご支援ご協力をお

願い申し上げます。 

ＣＳＡは、1981年4月16日に「インドシナ難民共済委員会」

として発足し、その後活動内容の変化に伴い3度名称変更し

て現在に至り今年で結成40年を迎えることになりました。今日までの長きにわたるご支援ご

協力に改めて心から感謝申し上げます。 

さて、2019年末に中国武漢で発生した新型コロナウイルスは、急速に感染を拡大し昨年4

月には世界的パンデミックに至り、多くの国で外出禁止、海外渡航禁止の処置がとられまし

た。日本においても4月に緊急事態宣言が出され、外出自粛措置が5月後半まで続きました。

そして、この間一時的に収まった感染状況でしたが、その後、第2波、第3波と感染拡大時期

を迎え多くの国で外出規制が取られるなど終息が見えない状況が続いています。 

ＣＳＡとしても、海外渡航が規制され中古衣料の送付など難しい状況が続いていることを

受け、活動内容を大幅に見直さざるを得ない状況となり、支援組織の皆様と相談しながら対

応してきました。 

ここにきてワクチン開発が進み一部の国で接

種も認可されるなど希望の光も見えてきていま

す。ＣＳＡは、今後の状況を見極め昨年9月の第

40回定期総会で決定した活動方針に沿って活動

を進めていきます。 

以下に、ＣＳＡとして重点的に取り組んでい

る「救援衣類を送る運動」「ラオス初等教育の改

善」「ラオス高等教育の改善」についての経過と

今後の方針について触れますのでご理解とご協

力をお願いします。 

 

１．救援衣料を送る運動 

1981年から取り組んでいるこの運動では、毎年集約された善意の救援衣料を、タイ・ラオ

ス両国の要請に基づき必要とする人々に配布し、関係者から感謝されています。 

課題は、輸送費が増大し2年連続で予算に収まらなかったことです。今後については、輸送

募金とのバランスを図ることや、輸送ルートの改善などによって出費削減を目指し活動を継

続していきます。 

 

 

CSA 鈴木事務局長（中央左）から 

ラオス保健省官房長（中央右） 

会長 澤田和男 

２０２１年１月 
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２．ラオス初等教育の改善（小学校建設・補修活動） 

1995年の第1校目建設からこれまでに小・中学校24校を建設し寄贈してきました。また、古

くなった校舎を父兄の労務提供も求めながら計画的に補修しています。 

新たな校舎建設・寄贈は、2015年以降できていませんが、現地から要請があった学校での

補修工事は継続して実施しています。今後も必要な補修を行う一方、新たな校舎建設・寄贈

に向けた検討に着手していきます。 

 

３．ラオス高等教育の改善（サンティパープ高校生寮支援） 

2002年に高校生寮を建設・寄贈するとともに、そこでの生活と学業を支援することにより、

貧困などの事情によって進学が困難な生徒が高等教育を受けられることを可能にしています。 

現在の寮生は90名、これまでの卒業生は480名に達し、総じて優秀な成績で日本への留学も

果たすなど国を支えるリーダーとして成長しています。 

 

このように私たちの活動は、そこに住み、そこで学んでいる人達にとっては無くてはなら

ないものとなっています。より多くの皆さんに、この活動の内容を知っていただき、ご協力

をいただけるよう努力していきますので、本年も従来に増したご支援をよろしくお願いしま

す。最後に、2021年が皆様にとって良き一年となることを切望し、年頭の挨拶とさせていた

だきます。 

アジア連帯委員会（ＣＳＡ）会長 澤 田 和 男 

 

昨年の振り返りと今年の事業に向けて 
 

1.第37次救援衣類を送る運動 

＜2021年10月の実施を目指して＞ 
(１)実施要項の決定 

2020年3月26日に開催した、第39回常任理事会、

第19回評議委員会で「第37次救援衣類を送る運

動」の実施内容を決定しました。 

 

(２)具体的な実施内容 

①貧困や自然災害などに苦しんでいるアジアの

人々に救援衣類を送る運動を、外務省後援と

連合協賛を得て取り組みます。 

②今年度の対象国はタイ、ラオスとします。 

③支援団体や支援者に対して「衣類提供箱数と

輸送費の一体化」を明確にし「提供衣類箱数

は輸送費（1箱1,000円～）の範囲内」として

支援要請します。また、衣類の提供が無くて

も、運動の趣旨に賛同する支援団体や支援者

に「タイ・ラオス救援衣類輸送費募金」のみ

の協力を要請します。 

（参考）1箱の輸送費昨年実績は1,426円でした。 

 

(３)第37次救援衣類を送る運動の名称 

「第37回タイ・ラオスへの救援衣類とその輸

送費支援」 

タイ救援衣類引き渡し式（2020年1月） CSAからの救援衣類を手に喜ぶラオスの人々 

－ 2－



(４)新型コロナウイルスの世界的な感染拡大によ

る対応について 

4月初旬からの、新型コロナウイルスの急激且

つ世界的な蔓延を受けて、連合や支援組織と対

応について相談の上、集荷時期を 

＊2021年10月4日～8日実施予定としました。 

 

(５)今後の予定 

2020年12月、タイ社会開発福祉省、並びにラ

オス保健省からＣＳＡに救援衣類の要請公式文

書が届きました。この支援要請に応えるべく、

第37次救援衣類の集荷日2021年10月4日～8日の

実施に向けて準備を進めています。集荷日程の

確定等については、新型コロナウイルスの状況

を踏まえ、2021年3月25日開催の常任理事会、評

議員会にて決定します。 

 

２．ラオス小学校建設・補修活動 
(１)2020年ＣＳＡ寄贈小学校訪問 

①ナラオ村小学校（11番目校） 

1月27日、ナラオ村小学校を訪問し、教師と意

見交換するとともに、折紙や綱引きをして、生

徒たちと交流しました。 

ＣＳＡ訪問団の歓迎式でブンサイ校長は「ナ

ラオ小学校に来てくれ感謝申し上げる。全校生

徒は801人になった。子供の数からすれば、校舎

は足りないが、ＣＳＡに感謝している」と挨拶

し、ＣＳＡへ感謝状が山根木副会長に渡されま

した。さらに、衣類の贈呈式が行われ、その後、

団員と生徒たちは、教室で折紙、校庭に出て綱

引きを行う等交流しました。その後、校長の案

内で校舎の状況確認を行いその際、校長先生か

ら「自分達で作った就学前児童教室の古い建物

が老朽化しているので、建物の改修について支

援してほしい」との要請を受けました。この要

請については、持ち帰り検討する事としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②クッサンバット村小学校（1番目校） 

1月27日、クッサンバット村小学校を訪問し、

村長や教師と意見交換するとともに校舎の状況

について確認しました。その後、校庭で救援衣

類の寄贈式が催され、訪問団が持参した新聞紙

で作った兜を頭に被せ、紙飛行機を作って校庭

で飛ばすなど、訪問団と生徒たちは言葉の壁を

越えた交流をすることができました。 

さらに校長先生から「校舎は2012年に補修し

ていただいたが、教室の壁・ドアの塗装修理が

必要です。外壁塗装の支援をしてほしい」と要

請を受け、帰国後回答する旨伝えました。 

③ラオス教育省との意見交換 

1月28日、ラオス教育スポーツ省総合教育局

にシソウク局長を訪ね、意見交換を行いました。

局長は「ラオスの義務教育は中学校迄となって

いるが、農業の手伝い等で退学する生徒もいる。

学校の補修は村人達ですることになっているが、

ラオス教育省公式訪問後、 

教育局長を囲んで2020メンバー 

新設要請を受けた現在の手作り校舎 

ＣＳＡ寄贈のナラオ村小学校校舎（2020年１月） 
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ＣＳＡの事業は大変有難く感謝している。そし

て、現在も山間部の村には学校が無く、義務教

育ながら無就学の子供達が多く存在しており、

ＣＳＡによる新たな小学校建設を期待している」

と述べました。 

 

(２)補修等の取り組み 

①シェンレーナ村小学校（14番目校）の井戸再

設置工事 

シェンレーナ村小学校の井戸再設置工事は、

2019年6月にＪＰ労組東京の支援を受けて、現地

ＣＳＡコーディネーターを通じて開始し、長雨

や新型コロナウイルスの影響で、工期が長期に

なりましたが、2020年6月に完了しました。 

②クッサンバット村小学校（1番目校）の校舎外

装塗装 

クッサンバット村小学校の壁塗り支援は、

2020ＷＳＴで1月末に訪問した際、校長より要請

を受けていました。4月20日、壁塗りのための材

料提供を現地コーディネーターと連携し実施し

ました。今回の外装塗装支援は、塗料、修理材

料をＣＳＡが寄贈し、塗装は先生、生徒の父兄

たちの手により完了することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ラオス・サンティパープ高校生

寮の支援 
(１)2020年ワーキング・スタディ・ツアー（ＷＳ

Ｔ）において高校生寮を訪問 

①ルアンプラバン県教育局との意見交換 

1月30日、高校の訪問前にルアンプラバン県教

育局を訪ね、説明を受けるとともに意見交換し

ました。鈴木事務局長から寮の契約更新に関す

る件について改めて詳細を確認することとし、

2021年5月に契約更新の手続きを行うことを確

認しました。 

②高校生寮を訪問、交流と視察 

1月30日、ＷＳＴ訪問団は高校生寮を訪問し、

寮官から「4月に全国試験があるので、寮生は頑

張って勉強している。今年は寮生の一人が絵画

コンクールで優勝した」と報告を受け、さらに

その優勝者が描いたサンティパープ高校生寮の

全体像がＣＳＡに贈呈されました。次に校長か

ら「寮生が熱心に勉強できるのはＣＳＡのお陰。

今後も寮生がしっかり勉強できるように環境を

整えていきたい」との謝辞を受けました。最後

に、寮の台所や部屋等の視察を行い、きれいに

使用されていることを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)卒寮式について 

ＣＳＡは、毎年5月末の卒寮式に出席し、祝辞

を述べるとともに卒寮生に記念品を授与し、成

績優秀者にはお祝いの品を手渡しています。 

しかし昨年は、新型コロナウイルスによる出

入国禁止となり、出席が不可能となってしまい

ました。この為、本年は以下の代替対応を行い

ました。 

5月11日、高校生寮へ卒寮式の祝辞、卒寮生へ

の記念品30人分と成績優秀者への祝い品8人分

を送付しました。 

5月23日、高校生寮から「記念品等は無事届き、

卒寮式で祝辞披露、記念品授与した。コロナの

影響で全国試験は中止となったので、ルアンプ

ラバン県試験の成績優秀者8名に祝い品を授与

した」との報告を受けました。 

 

クッサンバット村小学校にて生徒たちと交流 

サンティパープ高校寮生から寮を描いた絵画を 

受け取る山根木副会長、中央は校長先生  
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ＷＳＴメンバーとラオスの子供たちで集合写真 

(３)新型コロナウイルス対策の支援要請に応じマ

スク・体温計等を寄贈 

6月17日、高校生寮から新型コロナウイルスの

予防用マスクと体温計の支援要請文書が届き、

ＣＳＡは以下の支援を行いました。 

①在ラオス日本国大使館とラオス国内の直近の

状況と対応の情報交換。 

②現地情報と大使館のアドバイスを踏まえ、Ｃ

ＳＡの現地協力者（高校生寮1期卒業生）と連

携し、マスクと体温計を現地・ビエンチャン

で調達の上、要請から時間を空けずに高校生

寮に届けることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．2020年ワーキング・スタディ・

ツアーの実施 
(１)期間：2020年1月25日（土）～2月1日（土） 

 

(２)事業視察・訪問先 

①救援衣類を送る運動 

ラオス保健省、総合教育省、ラオス衣類倉庫、

在ラオス日本国大使館、タイ社会開発福祉省（衣

類引渡式）、タイ衣類倉庫、在タイ日本国大使館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②小学校建設・補修 

ナラオ村小学校、クッサンバット村小学校 

③ラオス・サンティパープ高校生寮支援 

ルアンプラバン県教育局、寮の視察点検、先

生・寮生意見交換会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)2021ワーキング・スタディ・ツアー実施日程

について  

新型コロナウイルスの感染状況は、日本及び

訪問予定国のタイ、ラオスとも依然厳しい状況

にあり、2021年ＷＳＴの日程は、日本及び訪問

予定国への出入国の状況が平常化した時点で、

臨時常任理事会等を行い具体的日程・内容を確

認した上で実施することとしています。 

 

５．第40回定期総会開催 
9月30日（水）、連合会館で、役員、代議員、傍

聴者73名が出席し、第40回定期総会を開催しまし

た。 

今年の総会は、新型コロナウイルス感染対策に

万全を期し、三密の回避や総会時間の短縮等の対

策を講じた上で行いました。 

総会は、和田常任理事が司会を務め、基幹労連

の杉原代議員が議長に選出され、杉原議長により

議事が進められました。冒頭、澤田会長がアジア

連帯委員会（ＣＳＡ）代表挨拶をした後、来賓と

してご臨席された連合の逢見会長代行から挨拶を

受けました。 

その後、鈴木事務局長が2019年度事業報告及び

2019年度会計報告を行い、堀監事が同監査報告を

行い、承認されました。 

引き続き、協議事項に入り、鈴木事務局長より、

2020年度事業計画、2020年度予算を提案し決定さナラオ村小学校の生徒たちと 

ＷＳＴメンバーで綱引き 

2020年６月ＣＳＡが送った 

マスクを手にして喜ぶ寮生たち 
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れた後、大澤常任理事が役員の改選について提案

し、満場の拍手で確認されました。引き続き、澤

田会長が顧問の委嘱について提案し、確認されま

した。 

最後に杉原議長が降壇挨拶、和田常任理事が閉

会挨拶し、今年の総会は、短時間の開催でしたが、

成功裏に終了しました。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
会     長 澤 田   和 男 アジア連帯委員会 

副 会 長 山根木   晴 久 連合 総合運動推進局長 

事 務 局 長 鈴 木     隆 アジア連帯委員会 

常 任 理 事 森      啓 記 連合 総合組織局 連帯活動局長 

   〃   (新任） 田 中     智 ＵＡゼンセン 常任中央執行委員 

   〃    榎 本   朋 子 自治労 国際局長 

   〃   (新任） 高 橋  英 司 電機連合 中央執行委員 国際部長 

   〃       大 谷   直 子 ＪＡＭ 組織グループ 副グループ長 

   〃    小 西   啓 介 基幹労連 事務局次長 

   〃   (新任） 寺 澤    環 日教組 国際部長 

   〃    水 野   和 人 情報労連 組織対策局長 

   〃    大 澤     健 連合東京 副事務局長 

 

監事・会計監査 大 濱   直 之 ＵＡゼンセン 副書記長 

   〃   (新任） 中 島  基 史 自動車総連 国際局局長 

 
次の役員が退任することになりました。在任中のご厚情に心より御礼申し上げます。 

【退任役員】 

副 会 長 山 岡   みゆき アジア連帯委員会 

常 任 理 事 和 田   水 穂 ＵＡゼンセン    

常 任 理 事 細 川   哲 孝 電機連合 

常 任 理 事 塩 崎   考 江 日教組 

監   事 堀     紀 子 日産労連 
 

＜山岡みゆき前副会長 退任挨拶＞ 

 昨年9月30日の第40回定期総会でアジア連帯委員会の副会長を退任することになりました。アジア連帯委員

会に連合事務局から出向しましたのが、8年前でした。国際活動の経験がなかったので、最初は心配でしたが、

1年間の事務局次長を経験し、5年間の事務局長の大任をなんとか無事に果たすことができました。これもひと

えに連合をはじめとする支援組織の常任理事、評議員、支援者の皆様の温かいご支援とご協力のお陰と感謝申

し上げます。今後も、アジア連帯委員会が時代にあった国際ボランティア組織として益々発展することを期待

しています。また、常任理事、評議員、支援者の皆さまのご健勝と支援組織の益々の発展を祈念いたします。

長い間、本当に有難うございました。  

2020年度事業計画は満場一致で 

可決決定されました 
第40回総会 逢見直人連合会長代行から 

祝辞を受ける 

役 員 の ご 紹 介 （2020～2021年度） 
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澤 田 和 男    様 中 澤 信 之    様 田 口 敬 子    様 渡邉 ひな子    様

鈴 木 隆    様 山岡 みゆき    様 倉 田 莉 子    様 三郎丸 智子    様

間宮 悠紀雄    様 宮 内 博 文    様 並 木 賢 一    様 　足立 ほうりゅう    様

個人合計 高校生寮支援募金 合計　

募金総合計  
¥64,177 ¥294,177

¥6,136,938

   様    様

   様

団体合計 ¥230,000

基 幹 労 連 J A M

住 友 重 機 械 労 連

澤 田 和 男    様 山岡 みゆき    様 中 澤 信 之    様 萬 家 重 明    様

鈴 木 隆    様 田 口 敬 子    様 塩 坂 博 史    様 藤 井 馨    様

熊谷 由美子    様 間宮 悠紀雄    様 倉 田 莉 子    様 三郎丸 智子    様
村 山 義 光    様 宮 内 博 文    様 並 木 賢 一    様 　足立 ほうりゅう    様

個人合計 学校建設・補修募金 合計　 ¥850,077¥97,704

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様
   様    様

団体合計

基 幹 労 連 三 八 五 労 組

キ ャ タ ピ ラ ー 日 本 労 組 岡 山 県 貨 物 運 送 労 組

¥752,373

三 菱 自 動 車 工 業 労 組 サ ン デ ン 交 通 労 組

J A M 交通労連 中国地方総支部 青年･女性委員会

J P 労 組 東 京 全 九 州 産 交 運 輸 労 組

澤 田 和 男    様 塩 坂 博 史    様 白 倉 孝 昭    様 髙 山 利 勝    様

鈴 木 隆    様 河 瀬 義 則    様 山岡 みゆき    様 椙 田 實    様

並 木 賢 一    様 小 山 理 佳    様 宮 内 博 文    様 前原 智津子    様

平 倉 裕 幸    様 中 澤 信 之    様 三郎丸 智子    様 峯 田 伴 美    様

山 本 和 代    様 菊 池 弘    様

個人合計 救援衣類輸送募金 合計　¥47,002 ¥4,992,684

   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様    様
   様

団体合計

ア ス テ ラ ス 労 組U A ゼ ン セ ン

基 金 労 組
日 産 労 連
I H I 労 連 堺 支 部

三 菱 自 動 車 工 業 労 組
凸 版 印 刷 労 組
J P 労 組 九 州 支 部

連 合 茨 城
コ ー セ ー 総 合 労 組
J R 連 合

A N A 労 組
J P 労 組 近 畿 地 方 本 部
J P 労 組 北 陸 地 方 本 部

堀 硝 子 労 組
I H I 労 連 エ ー ス

フ ー ド リ エ グ ル ー プ 労 組
ユ ニ プ レ ス 労 組

日 産 ｵ ｰ ﾄ ﾓ ｰ ﾃ ｨ ﾌ ﾞ ﾃ ｸ ﾉ ﾛ ｼ ﾞ ｰ 労 組

J A M
J A M 北 関 東
三 菱 重 工 グ ル ー プ 労 連

J A L エ ン ジ ニ ア リ ン グ 労 組

J A M 新 潟
A N A セ ー ル ス 労 組
マ レ リ 労 組 追 浜 分 会
愛 知 機 械 工 業 労 組

¥4,945,682

中 部 ス カ イ サ ポ ー ト 労 組

募 金 者 名 ・ 募 金 額 の 報 告 
期間：2019年11月1日 ～ 2020年11月30日 

 

 

《救援衣類輸送募金》 
〈団体名〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈個人名〉 

 

 

 

 

 
 

《学校建設・補修募金》 
〈団体名〉 

 

 

 

 

 

 

 
〈個人名〉 

 

 

 

 

 

 

 

《高校生寮支援募金》 
〈団体名〉 

 
 
 

〈個人名〉 
 
 
 
 
 
 

（順不同） 
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   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様
   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様

   様    様
   様    様

   様    様

   様    様

団体合計

連 合 近 畿 地 方 ブ ロ ッ ク 協 議 会

国 税 労 組 総 連 合

三 菱 重 工 グ ル ー プ 労 連こ く み ん 共 済 coop ＜ 全 労 済 ＞

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社株 式 会 社 コ ン ポ ー ズ ・ ユ ニ

株 式 会 社 友 愛 会 館

連 合

三 菱 自 動 車 工 業 労 組

住 友 重 機 械 労 連 連 合 茨 城

セ イ ノ ー 通 関 株 式 会 社

J R 連 合

ル ッ ク ユ ニ オ ン

カ ネ ボ ウ 労 働 組 合

株 式 会 社 Ｎ ｅ ｔ ｙ

基 金 労 組

フ ー ド 連 合共 済 ユ ニ オ ン 東 京 千 葉

公益財団法人 富士社会教育センター有 限 会 社 勤 労 者 旅 行 会

ホ テ ル ラ ン グ ウ ッ ド航 空 連 合

三 井 E & S 労 連交 通 労 連

電 力 総 連情 報 労 連

東 亜 道 路 労 働 組 合連 合 東 京

森 林 労 連

J P 労 組
S M B C ｺ ﾝ ｼ ｭ ｰ ﾏ ｰ ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｽ 労 組J P 労 組 東 京

ソ ラ ス ト ユ ニ オ ン

連 合 神 奈 川

全 国 ガ ス 労 連

東 京 交 通 労 働 組 合

ア ル ペ ン 労 働 組 合

自 動 車 総 連

ポ ケ ッ ト カ ー ド ユ ニ オ ンシ ン フ ォ ニ ア テ ク ノ ロ ジ ー 労 組

¥2,840,000

中 央 発 送 株 式 会 社

一 般 社 団 法 人 全 国 労 働 金 庫 協 会U A ゼ ン セ ン

セ ン ト ラ ル 硝 子 労 働 組 合自 治 労

全 日 本 海 員 組 合

I H I 労 連

凸 版 印 刷 労 連印 刷 労 連

日 産 労 連A N A 労 組

一 般 財 団 法 人 日 本 労 働 会 館

キ ャ タ ピ ラ ー 日 本 労 組

日本 ｴ ﾝ ﾀ ｰ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｽ ﾞ ･ ﾒ ﾝ ﾃ ﾅ ﾝ ｽ 株式会社

日 教 組

電 機 連 合

公 益 財 団 法 人 総 評 会 館J A M

損 保 労 連基 幹 労 連

生 保 労 連

ＮＧＯ団体 

アジア連帯委員会(CSA) 

〒105-0014 東京都港区芝2－20－12  友愛会館14階 

TEL. 03（3769）4177    FAX. 03（3769）4178 

E-メール info@ngo-csa.jp ホームページ www.ngo-csa.jp 

澤 田 和 男    様 河 瀬 義 則    様 打 田 照 純    様 長 石 春 彦    様

山岡 みゆき    様 間宮 悠紀雄    様 田 口 敬 子    様 菊 池 弘    様

鈴 木 隆    様 宮 内 博 文    様 兵 頭 梅 子    様 新 岡 史 浩    様
渡邉 ひな子    様 根岸 梅太郎    様 堀 江 渥 子    様 並 木 賢 一    様

福 田 美 秋    様 小 池 孔 子    様 林 優 子    様 吉 野 雅 彦    様

宮 本 亮    様 西 村 正 信    様 萬 家 重 明    様 塩 坂 博 史    様

熊谷 由美子    様 相 馬 末 一    様 倉 田 莉 子    様 藤 井 馨    様
鳥 居 徹 夫    様 　足立 ほうりゅう    様 中 澤 信 之    様 石 上 康 子    様

山 河 博    様 村 山 義 光    様 横 田 泰 文    様 岩 附 宏 幸    様

阿 島 征 夫    様

個人合計 会費合計　

募金・会費総合計  

¥120,000 ¥2,960,000

¥9,096,938

 
 

 
〈団体名〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈個人名〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記会員の皆様にも、年会費としてご支援いただきました。 

期間：2019年11月1日 ～ 2020年11月30日 （順不同） 
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